
　
生
物
多
様
性
と
は
、「
生
き
も
の
た
ち
の
豊
か
な
個
性
と
つ

な
が
り
の
こ
と
」で
す
。私
た
ち
の
生
活
は
、自
然
や
生
き
も

の
た
ち
と
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、生
物
多
様
性
は
命
の
み
な

も
と
で
す
。市
で
は
、市
内
の
自
然
環
境
を
未
来
に
残
す
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。未
来
の
子
ど
も

た
ち
に
貴
重
な
自
然
を
残
す
足
掛
か
り
と
し
て
、み
な
さ
ん

も
自
然
と
触
れ
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

☎
７
１
２・６
３
０
７
自
然
環
境
課

　長田谷津が好きで、よく通っていま
す。中でも色が鮮やかなカワセミと、エ
コアップ池にいるホトケドジョウが好き
です。
　この調査には自然環境課の人に勧め
られたのがきっかけで、半年ほど前から
参加しています。旅行先で生きものの

調査をするのですが、望遠鏡の使い方など、調査員として学んだ
ことが役に立っています。自然を観察すると自分の知らなかった
発見があって面白いので、たくさんの人に参加して欲しいです。

伊藤遼太くん（小学6年生）

▼いちかわ生きものマップ
▼カワセミはモニタリ
ング調査でも人気

▲里山を代表する
　ヤマユリ

　市では、自然環境のデータ収集のため、生
物多様性モニタリング調査を行っています。
調査員として登録されると、市が選定した指
標生物を見つけた時に情報を投稿していただ
きます。
　調査結果は市公式Webサイトの「いちかわ
生きものマップ」に掲載しています。現在小学
生から70代まで、幅広い年齢層の方が参加し
ています。参加希望の方は、自然環境課まで
お問い合わせください。

　自然環境講座では、年間を通して緑地から干潟までさまざまなプログラムを
用意し、みなさんの参加をお待ちしています。4・5月の講座は次のとおりです。
☎712-6307自然環境課

４月２３日（土）午前１０時～正午
里見公園・江戸川河川敷
先着20人（要申し込み）

５月２１日（土）午前１０時～正午
柏井キャンプ場
先着20人（要申し込み）

自然環境講座に参加しよう
身近な春を感じるあなたが見つけた生きものを投稿してください

春の芽吹きと生きものたち 春の雑木林を歩いてみよう

調 査 員 に イ ン タ ビ ュ ー

　台地からしみ出る湧き水が、北東部の自然を潤します。特に大町周
辺は、生きものたちの貴重な生息空間です。

大柏川第一調節池緑地
市民プールのそばにあり、コサギや
ダイサギ、カイツブリ、バン、コチドリ
などの多くの水鳥が見られます。ビ
ジターセンターではツバメが繁殖し
て、子育ての様子も観察できます。オ
タマジャクシやクチボソなどの水の
生きものも観察してみましょう。

大町自然観察園（長
な が た や つ

田谷津）
動植物園に隣接し、イヌザクラ、フジ、
ミズキなどの花が咲き、ツマキチョ
ウ、モンシロチョウ、キタテハなどの
チョウやシオヤトンボが見られます。
ビオトープ池ではオタマジャクシな
どの水の生きもの、園内ではカワセ
ミも見られます。

　江戸川沿いから堀之内周辺まで、緑地がネットワークのように広
がっています。たくさんの生きものたちの憩いの場です。

小塚山公園・堀之内貝塚公園
考古博物館から緑が連なるこれらの
公園では、エゴノキやイヌザクラの花
が咲き、キンラン・ギンランなどの野
草も観察できます。緑豊かな林では、
シジュウカラやコゲラなどの小鳥にも
会えます。キビタキやオオルリなどの
旅鳥にも出会えるかもしれません。

江戸川河川敷（旧坂川河口）
里見公園西側の河川敷では、オオヨシ
キリやヒバリのさえずりがにぎやかで
す。旧坂川の土手にはクロベンケイガ
ニとベンケイガニが見られます。ノウ
ルシ、ノカラマツ、フジバカマなど貴重
な野草も自生しています。チョウなど、
いろいろな昆虫も見られます。

　市川の干潟には、カニはもちろん、たくさんの海鳥がやって来ま
す。それほど豊かな干潟が市川にも残されています。

三
さ ん ば ん ぜ

番瀬
干潮時に出かけましょう。東浜1丁目
の三番瀬では、たくさんのシギやチド
リの仲間、サギの仲間、夏鳥のコアジ
サシに出会えます。珍しいミヤコドリ
も観察できるかもしれません。干潟に
はアサリやシオフキガイ、チゴガニや
コメツキガニなども生息しています。

江戸川放水路（新行徳橋周辺干潟）
新行徳橋周辺に広がる干潟では、ト
ビハゼやチゴガニ、ヤマトオサガニ、
アシハラガニなど、たくさんの干潟の
生きものが観察できます。干潟を掘
れば、オキシジミやホンビノスガイな
どの貝も見つかります。シギやチドリ
の仲間も見られます。

　住宅地にそびえるクロマツは、かつて市内中部までが海だった
ことを物語っています。
　また、真間川や国分川などの河川が、街中を流れています。

平田緑地周辺
京成線菅野駅の南側にあり、隣接す
る諏訪神社のクロマツの大木群とと
もに、豊かな緑となっています。シ
ジュウカラやコゲラ、オナガやカワラ
ヒワなどの野鳥が見られます。旅鳥の
キビタキなどが立ち寄ってくれること
もあります。

江戸川河川敷緑地
市川駅から南西に歩くこと約10分。
河川敷ではヒバリがさえずり、川面で
はカワウやオオバン、カルガモなどの
水鳥が見られます。河川敷にあるビ
オトープではクロベンケイガニやト
ンボのヤゴ、モツゴやハゼなどの小
魚も観察することができます。

▲キンラン ▲オタマジャクシ（ニホンアカガエル）

▲ベンケイガニ ▲ツマキチョウ

▲コゲラ ▲ミヤコドリ

▲ヒバリ ▲トビハゼ

北西部（堀之内貝塚公園）

中部（江戸川河川敷緑地）

北東部（大町自然観察園）

南部（東浜）

北西部エリア 北東部エリア

南部エリア中部エリア

N

北西部エリア北西部エリア

中部エリア中部エリア

南部エリア南部エリア

北東部エリア北東部エリア

市内の自然観察
おすすめスポット 〜春〜

エリアマップ

参加者
募集

調査員
募集

広報いちかわ広告募集

＜申し込み方法＞ 4月28日（木）までに広告掲
載申込書、広告の原稿案（紙）、広告に関する
事業の説明書を 広報広聴課へ提出。複数
回の掲載申し込みもできます。

☎３３４-１１０７同課

　　　　1コマ（タテ84×ヨコ57.5ミリメートル）を1
回掲載した場合
●１号広告（第１週号／４色）……５０,０００円
●２号広告（第３週号／２色、色の指定は不可）
……３０,０００円
２～４コマ分を１広告として掲載することもできます。

（掲載料はコマ数分必要）
今回募集分

【1号広告】7月2日号、8月6日号、9月3日号
【2号広告】7月16日号、8月20日号、9月17日号

掲載料

7～9月の広報いちかわに
掲載する広告を募集します

広 

告

広報いちかわ　2016年（平成28年）4月16日　No.1542 4広報いちかわ　2016年（平成28年）4月16日　No.15425

●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。
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